
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月の予定 

2 日（金） 引き取り訓練 

 

10 日（木） 身体測定 

 

21 日（水） 不審者訓練 

 

2６日（月） 0 歳児健診 

 

水遊びについて 

 

9 月も暑い日が続きそうですので、引き続き水着とタオルの準備をお願い致します。 

気温が低くなってきましたら水遊びは終了になりますが、しばらくは散歩の後汗を流す

場合もありますので、タオルは毎日ご用意ください。 

 

 猛暑の 8 月でしたが、子どもたちはとても元気。体調をくずす事もなく心も体

も大きく成長を感じる今日この頃です。 

0 歳児は、自分の興味がある物などへ自由にあちこちいけるのが本当に嬉しそ

うです。まだ、午前中に眠くなること前日の睡眠などから時々ありますが、常に

動きながら力いっぱい遊んでいます。朝夕の合同保育では、2 歳児のお兄さんお

姉さんに興味津々。おままごとなどまねっこしながらあそびます。2 歳児が並べ

たお料理を壊してしまい「だめだよ」と言われてしまう事もありますが、少しず

ついろいろなルールを学んでいくことでしょう。2 歳児は、いろいろなことにじ

っくり取り組むようになりました。ひも通しをすると指先を器用に使って長くつ

なげることが出来るようになりました。汽車レール遊びでも、子ども同士「これ

やっていい？」「いいよ」なんて会話を耳にすると成長したなあと感心します。

でもまだまだ自分の思いが先行しトラブルになることもあります。大人が「なか

よくしなさい」というのではなく、「どうしたら楽しく遊べるかな？」と子ども

たちと一緒に考えながら見守っていきたいと思います。日々成長する子どもたち

です。今日はどんなことが出来るようになるかしら、どんな会話が聞けるかなと、

楽しみに過ごしたいと思います。 



 

９月１日は防災の日です。 

避難用持ち出し袋の用意はありますか？ 

一例をご紹介します。 

 

・折り畳み式水入れ 

・おむつ 

・おしりふき・・お尻だけでなく体も拭けます。 

・携帯用トイレ 

・サランラップ→お皿に敷いて使うと節水に役立ちます 

・身を守るもの（防寒用アルミ毛布、防災頭巾、ラジオつき懐中電灯・軍手等） 

・食料・食器類（レトルトのおかゆ・防災用ビスコ・紙コップ・皿） 

・衛生用品（救急セット・消毒液・マスク・歯ブラシ・ビニール手袋＆袋・タオル・ 

てぬぐい・トイレットペーパー等） 

・東京都から配布された本「東京防災」（ハザードマップ付） 

 

 

小さい子がいるご家庭の場合、 

避難所よりも自宅で避難生活を送る方が、ストレスが少ないかもしれません。 

子どもと一緒に自宅で避難生活を送るために最低限必要なアイテムのチェックリストで

す。 

 

①  床の掃除ができるグッズ（軍手やハンドクリーナーなど電気がない状態で使えるも

の） 

②  明かりの確保（懐中電灯は一部屋にひとつずつ。手回しライトも便利だそうです） 

③  水の確保（お風呂にはお水を貯める！）＆節水の際に役立つグッズ（キッチンバサミ

やラップ、バケツなど） 

④  長期間保管できる＆調理が簡単な食糧＆機材（乾物やフリーズドライの食糧品、カセ

ットコンロなど） 

⑤  現金（停電時はカード類が使えないので、一番頼れるのは現金） 

⑥  携帯電話の充電器（車をお持ちの方は車にも常備を） 

 

参考:「被災ママに学ぶ小さな防災アイディア４０」 

アベナオミ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとりが膝に座って 

絵本を読んでもらうと 

みんな集まって一緒に見

ています。しましまぐる

ぐるやだるまさんシリー

ズがお気に入りです 

つき組と一緒に氷遊びをし

ました。手にのせて遊んで

いるうちに思わずパクリ 

つめたかったかなぁ 

部屋の小さなピアノが

大好きで出すと、真っ

先に弾いています。 

 いってきまーす 

背中に手をまわして 

二人で遊んでる姿が 

可愛くて パチリ ࢠ࢛࢚࢟࢞࢝࢜ 

はじめての砂場遊び 

ほし組 



 

         つき組 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベベでは初めてハサミを使って紙を切りました。ハサミは何をするもの

なのかはみんな知っていて、そして、お家ではもう使ったことがあるとい

う子もいました。使い方の説明と、手を切らないように気を付けて扱うこ

とを話し、いざハサミを手にすると凄い集中力で切っていました。ハサミ

を動かそうとすると、なぜか口も空いたり閉じたり手の動きと連動してい

て、真剣な思いがよく伝わってきました。 

“サクッ”と切れるとやはり嬉しいようで一瞬ニッコリ笑顔を浮かべ、

また、無言でハサミを動かしていました。 

切ることを楽しんでほしかったので、一回で切り落とせるようにある程

度はりのある色画用紙を細長くしたものを用意しました。裏にはあらかじ

め両面テープを貼っておいて、切った後にシールにして遊びました。 

 見て！ハサミだよ 

手にしただけでこの笑顔 

↓一人でこんなにたくさ

ん切れました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

色水遊び 

赤・青・黄の三食の水をまぜ

て遊んでいると、メロンジュ

ース、オレンジジュースとあ

っという間にジュース屋さ

んの開店です！ 

こおり 

何だろう 
何だろう？ 

触ってみる？？ 

寒天遊び 

はじめは恐る恐る見

て、指でツンツンと

触って確かめ、納得

すると握って寒天が

つぶれる感触を楽し

んでいました。 

真夏の暑さの日にはロッ

クアイスを触ってクール

ダウン！やっと氷を捕ま

えたのに、どんどん小さ

くなって、なくなって、、、 

「どこいっちゃった？」

と不思議そうでした。 



 



 



～先月のレシピ～ 

＊夕焼けおにぎり＊ (子ども 1 人分です) 

 

 
 
 
 
 
 
① 米を研ぎ、普段の水の分量を入れる。 

② にんじんは、みじんぎりにしておく。 

③ にんじん、しょうゆ、酒、食塩を入れ、 

最後に、出汁用昆布をのせ炊飯する。 

④ 炊きあがり、昆布を取り除きよく混ぜたらで

きあがりです。 

 

おかわりもよく食べ、もっと食べたい 

様子の子もいるくらい好評でした。 

8 月 18 日は、子ども達で握って食べました。 

 

＊パクパク写真館* 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊＊お昼*＊      ＊＊おやつ＊＊ 
・雑穀ごはん     ・ちんぴん（沖縄風クレープ） 

・青菜のチャンプルー 
・くーぶいりちー（昆布の炒め物） 

・とうがんのみそ汁 
・バナナ 
 
沖縄料理を取り入れてみました。おやつのちんぴん
は、ほどんどの子がおかわりをしました。 
黒糖の優しい甘さともちっとした食感が、子どもた
ちに大好評でした。 

材料：         

・米   …30ｇ  ・酒  …0.5ｇ 

・にんじん…8ｇ   ・食塩 …0.1ｇ 

・しょうゆ‥1.6ｇ  ・出汁用昆布…少し 

            (入れなくても OK です) 

 

 

パクパクだより 9 月号  

  日中はまだまだ夏と変わらず暑い日が続いています。水分や食事をしっかりとって、十分な休息も忘れず 
元気に残暑を乗り切りましょう。 

今月は災害時の非常食やローリングストックという備蓄方法について紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎9 月 1 日は防災の日◎ 
 非常食には、水（1 人 1 日 3L×3 日分）、アルファ米、缶詰、パン、ビスケット、チョコレートな
どが挙げられます。災害時、子どもたちは環境の変化により精神的に不安定になるため、食べ慣れな
い非常食だけでは心身を満たすことがむずかしいです。非常食として乾パンなどを備えることも大切
ですが、子どもたちが日常的に食べ慣れている嗜好品を賞味期限ごとに買い替えをしてストックして
おくと安心です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園では、長期保存できる飲料水と乾パンのほか、乳児用菓子、0 歳児用の粥、水で戻して調理に利用でき

る乾燥椎茸や高野豆腐などの乾物を定期的に購入し、常時ストックしています。 

いざという時のための災害食や備蓄品をはじめとする防災セットについて、ご家庭でも確認してみてくだ

さい。 

普段から少し多めの食材や加工品をストックしておく 

日常生活で備蓄をつかう 使った分だけ買い足す 

＊ローリングストックとは＊ 

 

日常生活で備蓄を使用し、常

に新しいものに入れ替える、

という方法。 

いざという時の賞味期限切れ

を防いだり、災害時も日常生

活に近い食生活を送ることが

出来ます。 



 

 

 

 

 

 


